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事業名 成人教育講座「生活を楽しむ　竹細工の魅力」

【公民館作成】　事業評価資料　　 中央 公民館 № 1

チラシ・広報・ホームページ

ジャンル 家庭教育　　　　・　　　　青少年教育　　　　・　　　　成人教育　　　　・　　　　団体育成

日程 令和3年12月19日（日） 講師 佐倉竹芸保存会 参加費 500円（材料費）

対象者 一般
参加者数
(延べ）

31人（審議委員等を含む） 募集方法

趣旨

 新型コロナ禍により自宅内で生活する時間が増大する中で、伝統技法の研究・創作活動に取り組む「佐倉竹
芸保存会」を講師として招き、竹芸の魅力を語っていただき、その作品を鑑賞するとともに、実際に会のメ
ンバーの指導で工作体験を行うことにより、身近な素材を用いた物づくりの楽しさを学び、伝統文化への関
心を高め、自らの生活を豊かにする新しいライフスタイルを考える場とする。

内容
「佐倉竹芸保存会」についてのお話と、パワーポイントを使った「竹」の特性に関する講義、グループ分け
をして「握り籠づくり」の工作体験を行う。なお、会場内に保存会メンバーの作品を展示し、伝統技法のす
ばらしさを鑑賞する。

工夫
身近にある素材を用いた、物づくりの楽しさを体感する講座とする。伝統技法に対する理解や関心を高め、
後継者の育成に結び付ける。竹細工を通じて、自然の良さ・大切さを感じる場とする。

成果

募集開始数日にして、定員の30人に達したことからも、市民の関心が高かった講座であるといえる。実際の
参加者に行ったアンケート調査の結果においても、満足及びやや満足は87パーセントと高い満足度を示して
いて、竹細工や伝統工芸に関心を持ったとする回答が93パーセント、物づくりをしてみようと思った人も
90パーセントを占めており、参加者の意識に変化がみられ、それぞれの今後の活動が期待される。

課題
工作体験として「握り籠づくり」を行ったが、5～6人のグループに1人の指導者の配置では手が行き届かな
い場面がみられ、指導者の配置を2人とすべきであったと思われる。

項目 評価 視点

必要性 A
・公民館が行う必要があるか。　　　　　　・目的や役割が薄れていないか。
・市民や利用者のニーズに合っているか。　・事業の休止・廃止した場合の影響は大きいか。

優先性 A ・事業の優先度は高いか。

公平性 A ・対象者に情報は流れているか。　　　　　・受益者負担はあるか(実費・教材費）

有効性 A
・期待通りの成果が得られているか。
・さらに成果を高めるためにやり方の見直しは必要か。　　・市民の満足度は高いか。

効率性 A
・事業の効率性はどうか。　　　　　　　　・他事業との統合は考えられるか。
・事業運営に学習者が参画しているか。

総合評価 A
　A：適切で成果が得られている。　　　　B：課題あり、成果はある程度ある。
　C：課題あり、成果があまりない。　　　D：成果が得られていない。

特記 　講座終了後、佐倉竹芸保存会の活動に対して連携・支援していきたいと申し出る参加者が現れた。

　　良い　 　A　　　B　　　C　　　D　    良くない

次年度展望 ②
　①：事業拡大　　　　　　　　　　　　 ②：現状規模で継続　　　　　　　③：事業縮小
　④：目的達成により終了　　　　　　　 ⑤：統合・改善・その他

《凡例》



令和 3年度 中央公民館成人教育講座 

「生活を楽しむ 竹細工の魅力」実績報告 

 

１.企画の背景  令和３年は、昨年に引き続き新型コロナ感染症対策に追われ 

た年であり、緊急事態宣言も繰り返し発令されて、市民生活に 

大きな影響を及ぼしました。このような現況下で市民ひとり一 

人がいかに生活を楽しむのかを焦点に、企画検討を行いました。 

 

２.講座の目的  伝統技法の研究・創作活動に取り組む「佐倉竹芸保存会」を 

講師に招き、竹芸の魅力を語っていただき、その作品を鑑賞す 

るとともに、実際に会のメンバーの指導で工作体験をしていた 

だくことにより、身近な素材を用いた物づくりの楽しさを学び、 

芸術文化を愛し、自らの生活を豊かにするきっかけづくりの場 

とする。また、保存会メンバーの生きがいづくりにも貢献した 

い。 

 

３.保存会との打ち合わせ  講師の協力依頼、講座内容を検討するため、保存 

会と３回にわたり打ち合わせを行いました。また、材料となる竹 

の切り出し(11/16)に参加しました。 

 

４.講座の内容  「佐倉竹芸保存会」の概要説明とパワーポイントを使った「竹」 

の特性に関する講義、グループ分けをして「握り籠づくり」の工 

作体験、「皮ひき」体験コーナーの設置、保存会メンバーの作品 

展示（講座の流れについては、別紙参照） 

 

５.実施期日等  令和３年１２月１９日（日）１０：００～１２：００ 

        会場は中央公民館大ホールを使用（密を回避するため） 

        募集人員 ３０人 

        申し込みは、電話またはメール 

        参加費 ５００円（握り籠用の材料費） 

            ※節割にした竹ひごを保存会が事前準備 

 

６.周知方法   １１月１５日号こうほう佐倉、ホームページ、ポスター・チ 

ラシ配布（公民館、図書館、コミュニティーセンター等） 



７.実施状況   講座申込は数日で定員一杯となり、開催当日は２人欠席で、

１人が親子参加となったため、全員で２９人。これに公民館運営

審議会委員２人、他館の公民館職員１人が参加し、総計３２人が

講座を受講しました。 

        保存会会長による会の概要説明に続き、副会長がパワーポイ

ントを使って「竹」の特性について詳しく講義。その後、参加者

を５～６人のグループに分けて、各グループに保存会のメンバ

ー１人が付いて、「握り籠づくり」体験を行いました。 

        初めての体験に戸惑う参加者も少なくなく、全員の体験（一部

参加者は「皮ひき」体験も行う）が終了したのが１２時１５分と、

予定の時間を１５分オーバーしてしまいました。 

        なお、当日は市広報課の映像班が来て、記録映像の撮影（ケー

ブルテレビ 296 で１/１７から１週間放映予定）がありました。 

 

８.アンケート調査  参加者に行ったアンケート調査結果（３２人）は次の通り。 

① 参加者年齢 

 

 

 

                          ※１人は小学生 

      ② 男女別人数 

          男性１２人  女性２０人 

  

③ 講座を知ることができた媒体（複数回答あり） 

 

 

 

   ④ 講座に対する満足度 

 

 

 

   ⑤ 竹細工や伝統工芸に興味を持ったか 

 

 

 

 

２０歳以下 ４０歳台 ５０歳台 ６０歳台 ７０歳台 

２人 ３人 ６人 ９人 １２人 

ポスター・チラシ こうほう佐倉 ホームページ 家族等 フェイスブック 

３人 ２１人 ３人 ４人 ２人 

満足 やや満足 やや不満 どちらともいえない 

２４人 ４人 ３人 １人 

持った 持たない どちらともいえない 

３０人 ０人 ２人 



   ⑥ 自分で物づくりをしてみようと思ったか 

 

 

 

   ⑦ コロナの影響により在宅することが多くなったか 

       

 

 

   ⑧ 自由意見 

     ・またやりたいです。 

     ・結構、想像していたよりも難しかったですが、頭を使いながら作成 

して、頭の体操にもなりましたし、夢中になれて楽しかったです。 

     ・本格的な内容で、とても面白かったです。 

 ・とても丁寧な御指導、ありがとうございました。難しかったですが、 

竹の事もよくわかり、勉強になりました。 

 ・とにかく難しかったです。もう少し時間が必要。 

     ・以前から竹が好きでした。とても良い機会をありがとうございまし 

た。また体験したいです。 

 ・２時間は短いと感じた。３時間あれば良い。是非、保存会を見学し 

たい。 

     ・思いのほか力がいるので驚いた。丁寧なご指導ありがとうございま 

した。 

     ・草ぶえの丘の活動を見学したい。 

 ・とても楽しかったです。先生方もとてもやさしかったです。 

     ・とても難しかったです。講義がよくわかってよかったです。 

     ・ひご作りも楽しかった。 

     ・この様な成人向け講座よろしくお願いします。 

 

９.評価と課題 

     今回は身近な「竹」を素材にした伝統工芸に触れ、実際に工作体験を 

する講座としましたが、アンケート結果のとおり参加者の満足度は高 

い評価を得ることができ、また、伝統工芸に対する関心も高まり、自分 

で物づくりをしてみたいと考える者が大方を占めていることからも、 

参加者自身の意識変化が認められ、適切な講座内容であったと考えら 

れます。これは、コロナの影響による在宅時間の増加から、閉塞感と孤 

独感が高まり、日常生活に不安や不満も高まっていることと関連する 

思った 思わない どちらともいえない 

２９人 ０人 ３人 

多くなった 少し多くなった 変わらない 

２３人 ８人 １人 



ものと思われます。 

 課題としては、「握り籠づくり」体験について、「難しい」「時間が足 

りない」などの声があることから、グループの指導者は１人ではなく、 

２人を配置すべきであったと思います。また、参加者１人から子供の参 

加を認めてほしいとの要望があり、１人だけの増加であることと、子供 

の反応も見てみたいという思いから親子参加を許可しましたが、別の 

参加者より成人講座に子供が参加することの是非を問う意見もありま 

したので、今後の事業の実施に当たっては慎重に対応していきたいと 

思います。（ちなみに子供は立派に握り籠を作り、講座を楽しんでいた） 

 

１０.特記事項 

     竹細工の伝統工芸を後世に伝えていくためには、不断の努力と活動 

の場の確保、後継者を育成することなどが重要となりますが、参加者の 

中から保存会の活動に対して連携・支援を申し出る者が現れ、今後の活 

動が期待されるとともに、後継者の育成に繋がっていくことが望まれ 

ます。 

  



【講座の流れ】 

① 公民館職員から講座開設の目的を話す 

  参加者総計 ３２人 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 保存会会長より会の概要説明 

 

・創立は昭和５７年 

・会員数 ２４人 

・毎週火曜日、旧増田家住 

宅で活動中 

・県展など各種展覧会に出 

 品 

 

 

 

 

 



③ 保存会副会長から「竹」の特性に関する講義 

・竹は「草」か「木」か？ 

・竹の種類 

・竹の成長 

・根の深さ 

・竹の強さ など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ グループ分けして「握り籠づくり」体験 

・５～６人にグループ分け 

・グループに１人指導者 

  

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●タガとなる輪を作る 

 

  



 ●６本のヒゴを放射状に並べる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●ヒゴを輪の中に通し、土台の形を整える 

  



 ●立ち上げたヒゴを差し込みながら、籠の形に成形する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●落としを入れて、「握り籠」の完成 

  



 ⑤ 会員の作品と制作の工程パネルを展示 

  



  



  

 古くから私たちの生活の中で使われてきた竹。強度と柔軟性を合わ
せ持つ竹は、ヒゴ状に加工して、丹念に編み上げることにより、様々
な用途・形状を持った容器を作ることができます。それは単なる生活
用品ばかりでなく、伝統技法を駆使した美術工芸品というべき作品
も数多く存在しています。 
今回、佐倉市内で活動を続けている「佐倉竹芸保存会」（昭和 57年

創立）のご協力により、時を超えて受け継がれてきた竹芸の魅力を語
っていただくとともに、参加者の皆様に工作体験をしていただきま
す。 
 

日時  令和３年１２月１９日（日）１０：００～１２：００ 

場所  佐倉市立中央公民館 大ホール（佐倉市鏑木町 198-3） 

対象  一般・30名（先着順） 

参加費 500円（材料費） 

申込み 電話またはメールで 〆切：１２月５日（日） 

      ※電話 佐倉市立中央公民館 043-485-1801 

メールアドレス chuo-public@city.sakura.lg.jp 

令和 3年度 中央公民館成人教育講座 

「生活を楽しむ 竹細工の魅力」 




